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毒 期待が膨らむ4月
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新しい年度になって、会社では新

たな想いと期待をもって新入社員を

迎えていることだろう。大学でも

初々しい新入生を迎えている。今年

はどんな学生が集まっているのだろ

うかと、期待が膨らむ4月 である。

筆者が属している学部は工学系で

あるが、全国的に工学部の人気は低

迷しており、過去10年で入学志願者

はほぼ半減している。そんななかで

筆者の学科は、なんとか多くの志願

者を確保できた。せっかくロジステ

イクス専門の学科を選んでくれたの

だから、感謝しつつ一緒に楽しく4

年間を過ごしたい。

■ 工学部受難の時代

「技術立国のはずなのに、なぜiE学

部は受験生に人気がないのですか ?J

と、あるメーカーの方に聞かれたの

で、次のように事情を説明した。

大学受験では、文系よりも多くの

科目を勉強しなければならない。授

業料は、工学系の方が高いことがあ

る。入学すれば、実験演習を含めて

授業が多いためにアルバイトも思う

ようにできず、親にも負担をかける。

ゆとり教育の影響か、授業に追いつ

くための補習まである。

工学系では大学院進学が普通にな

りつつあるが、就職しても修士課程

で学んだ分が給与に反映されること

はわずかである。以前あった文系と

の給料差はすでに無く、将来に期待

して先輩を見ても、会社の役員には

法学や経済学系出身者が多い。しか

もメーカーに比較して、技術者に縁

遠い業界の方が給与は高い。

「『こんなことなら文系の方が良い』

と思うことは、ごく自然ではないで

しょうか。もちろん大学にも問題は

ありますが、企業の問題も大きいと

思います」と答えた。

「我が国では、技術者の扱いが冷淡」

と言ったら、言い過ぎだろうか。
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■ 回ジスティクスには3つの受難
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ロジスティクスも、実は受難の時代

かもしれない。

第 1は 、「ネーミングによる受難」

である。最近、ロジスティクスとい

う言葉の響きと新鮮さによるのだろ

うが、社名を 「○○ロジステイクス」

とする会社も多くなった。もちろん、

生産 。流通 ・販売をつなぐ本来の意

味でのロジステイクスの会社も多い

が、一方で市民や消費者には運送会

社にしか見えないこともあるだろう。

ロジスティクスという用語の普及は

嬉しいが、用語の意味やイメージが

混乱したら困りはしないだろうか。

第 2は、「解釈による受難」である。

現在ロジステイクスの授業科目があ

るのは、経営学 ・商学系と、「Li学系

(都市工学、交通工学、経営 l~学など)

である。しかし前者はロジステイク

スをマーケテイングの一部と考え、

後者ではロジステイクスを交通の一

部と考える人たちが多い。
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